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定
例
議

９
月

会

東海村介護保険事業特別会計
⑴　介護保険事業勘定は18億7542万円
と前年度比11.7％の伸びであり、一般
会計からの繰入金は4億560万1386円
と49.2％の大幅増である。しかし、介
護保険料の収入未済額は947万9790円
(11.4％増)となり、不納欠損額も244万
7270円(31.3％増)と前年度に比べいず
れも増加している。当制度は相互扶助で
成り立っていることから、滞納者には十
分な理解を求め、保険料徴収に一層の努
力をされたい。
水戸・勝田都市計画事業東海駅西土地区画
整理事業特別会計
⑴　昭和48年に事業計画が決定されてか
ら、36年が経過しているので、早期清
算に向けてさらに努力されたい。
水戸・勝田都市計画事業東海中央土地区画
整理事業特別会計
⑴　当事業の完工予定は平成33年度であ
るが、21年度末の進捗率は39.3％で完
工に程遠い。これからの工事は起伏にと
んだ個所など難工事が多い。事業経費節
減、事業期間短縮の上からも、また緑地、
自然環境保持の上からも、関係地権者と
の慎重な話し合いに留意しつつ、単年度
の事業量を増やすとともに事業計画の見
直しを行い、地域住民の期待に応えるべ
きである。
水戸・勝田都市計画事業東海村公共下水道
事業特別会計
⑴　下水道使用料の収入未済額は2772万
5953円(26.5％増)であり、内訳は現年度
使用料が1174万3701円(14.6％増)、滞
納繰越分が1598万2252円(37.0％増)と
大幅に増えている。関係部署の責任分界
があいまいであり、このような状況では

滞納整理は進まない。今後、滞納整理や
時効対象者減に向けた組織体制の見直し
や、事務処理・滞納対応等に問題はない
かなどを検討する必要がある。

 特に留意すべき事項
東海村水道事業会計
⑴　水道未収金は5201万8628円であり、
前年度に比べ282万653円(5.7％ )の増と
なっている。滞納整理には一層の努力を
されたい。
⑵　久慈川の水源を最大限利用して、安心
して飲める水の確保に努力されたい。
東海村病院事業会計
⑴　病院事業収益は13億5843万8658円、
また、事業費用は13億4074万8180円で、
病院事業収益は前年度比1738万10円の
減であるが、医業収益は前年度比566万
4960円の増となっている。これは入院
患者数の増によるものであって、外来収
益は逆に1117万6106円の減となった。
　この原因は常勤医師の減少にあり、特に
耳鼻咽喉科、整形外科に大きな影響が出
ている。地域医療振興協会委託当初に計
画していた常勤医師13名を確保し、外
来患者増に転じる努力をするなど、住民
サービスの観点からも常勤医師の確保に
全力を挙げるべきである。

平成21年度特別会計決算特別委員会
委員長　　土尻　　滋　　
副委員長　川﨑　篤子
委員　　　猫塚　豊治　　鈴木　　曻
　　　　　井坂　成子　　豊島　寛一
　　　　　相沢　一正　　村上　　孝
　　　　　舛井　文夫

企業会計

　

東
海
村
定
例
議
会
が
８
月
31
日
に
開

会
し
、
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
一
般

質
問
、
13
日
か
ら
15
日
ま
で
と
17
日
に

決
算
特
別
委
員
会
、
22
日
に
議
案
審
議

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
１
９

９
億
９
６
４
８
万
２
千
円
、
歳
出
１
９

１
億
６
０
１
８
万
９
千
円
。
一
般
会
計

ほ
か
平
成
21
年
度
す
べ
て
の
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
４
億
３
２
３
３
万
８
千
円
を
追
加

し
、
１
７
５
億
９
３
７
４
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、
照

沼
小
学
校
プ
ー
ル
解
体
工
事
（
１
１
０

０
万
円
）、
保
育
所
ほ
か
村
内
５
か
所

に
お
む
つ
交
換
台
設
置
（
１
０
０
万

円
）
が
あ
り
ま
す
。

●
村
長
提
出
議
案
等

　

平
成
21
年
度
東
海
村
一
般
会
計
継
続

費
精
算
報
告
書
等
の
報
告
関
係
５
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承

認
１
件
、
東
海
村
医
療
福
祉
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

等
の
条
例
関
係
３
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
等
の
補
正
予
算
10
件
、
白
方
小
学

校
旧
校
舎
解
体
工
事
等
の
工
事
請
負
契

約
の
締
結
３
件
、
前
谷
津
公
園
用
地
と

　

石
神
外
宿
地
内
村
道
の
一
部
崩
壊
を
受
け
災
害
復
旧
工
事
の
予
算
措
置
承
認
、

一
般
会
計
ほ
か
平
成
21
年
度
す
べ
て
の
決
算
を
認
定
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出された意見は次のとおりです。

 特に留意すべき事項
⑴　平成21年度の村税収入未済額は、3億6834
万3962円であり、前年度に比べ1595万3146
円増加している。また、不納欠損額は1938万
956円であり、前年度に比べ1312万544円増加
している。税の公平の原則からも徴税方法の工
夫を凝らし、最善の努力をすべきである。

⑵　歳出の不用額は、4億9301万8745円となっ
ている。前年度より減少しているものの、予算
執行の進行管理を適切に行うとともに、やむを
得ない場合を除き、補正予算の手続きを行うべ
きである。

⑶　歳入額が確定しているにも拘らず予算措置を
しないまま調定し、収入済としている項目があ
る。補正し予算計上すべきである。

⑷　時間外勤務については、総時間数で6万3843
時間となっている。前年度比333時間減と努力
の跡は見えるものの、部署によっては大幅に増
加している課も見受けられる。職員の心と身体
両面での健康管理の点から、実態把握・要因分
析を行い、事業の整理統合や適材適所への人員
配置など、時間外勤務の縮減に効果的な対策を
行うべきである。

⑸　児童福祉費負担金の収入未済額は523万
2510円であり、前年度より増加している。原
因の究明とあわせて、収入未済額の減少に努め
るべきである。

⑹　後期高齢者サポート事業は、事業の理解が容
易でない高齢者もいることを考慮し、手続き等
について改善すべきである。

⑺　とうかい環境農業塾開催事業について、初
年度であるのに農機具等修繕料が支出されてい

る。不特定多数の人が利用することから、利用
者には適切に指導すべきである。
⑻　就学奨励事業については、現在の困難な経済
情勢の中であっても児童・生徒に平等な教育の
機会を保障するために、基準を明確にすべきで
ある。

平成21年度一般会計決算特別委員会
委員長　　岡崎　　悟
副委員長　江田　五六
委員　　　圷　　常美　高橋　　昭　大名美恵子
　　　　　大内　則夫　恵利　いつ　越智　辰哉
　　　　　河野　健一

 特に留意すべき事項
東海村国民健康保険事業特別会計
⑴　国民健康保険税の収入未済額は1億8860万
3059円で、前年度に比べ782万4846円（4.3％）
増加しており、不納欠損額も1337万8167円（前
年度1360万9264円）とほとんど改善されてい
ない。国民健康保険事業の維持は財源確保にあ
り、また税の公平負担の観点からも、納税の実
態を把握して、収納率向上に一層の努力をする
べきである。
⑵　歳出の保険給付費18億3193万2058円は前年
度17億1028万7691円より1億2164万4367円
の増である。感染症予防・療養費・検査料等の
増加によるものであるが、疾病予防のための特
定健診やその他の各種健診の受診啓発に努力さ
れたい。
東海村後期高齢者医療特別会計
⑴　後期高齢者普通徴収保険料の収入未済額
は326万4500円であり、前年度に比べ154万
6520円増加している（90％増）。今後も累積が
懸念されることから、現状をよく把握し、保険
料徴収に一層の努力をされたい。

特別会計

す
る
財
産
取
得
に
つ
い
て
、
防
災
用
移

動
通
信
機
器
購
入
等
の
備
品
購
入
契
約

の
締
結
４
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
が
上
程
さ
れ
、
す

べ
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
21
年
度
東
海
村
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
平
成
21
年
度
東
海
村
国
民
健

康
保
険
事
業
等
の
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
９
件
、
平
成
21
年
度
東
海
村
水
道

事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
21
年

度
東
海
村
病
院
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決

算
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

●
議
員
提
出
議
案

　

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

「
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
再
延
長

並
び
に
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
延
長
を

求
め
る
意
見
書
」
は
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
経
済
環
境
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）」

の
制
定
を
求
め
る
請
願
は
、
政
府
策
定

の
「
２
０
２
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス

25
％
削
減
」
と
い
う
目
標
を
上
回
り
、

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
委
員

会
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
趣
旨
に
は

賛
同
で
き
る
た
め
、「
地
球
温
暖
化
対

策
の
た
め
の
法
律
の
制
定
に
関
す
る
意

見
書
」を
提
出
し
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
国
の
関
係
省

庁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
９
月
定
例
議
会
の
録
画
映
像
が
、
東
海
村

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平成21年度一般会計・特別会計
歳入歳出決算審査報告

一般会計
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村長提出議案等議決結果
議案番号 提　　出　　議　　案　　名 議決結果
報告 第６号 寄附の受入れについて 報告のとおり
報告 第７号 平成21年度東海村一般会計継続費精算報告書 報告のとおり
報告 第８号 平成21年度健全化判断比率の報告について 報告のとおり
報告 第９号 平成21年度資金不足比率の報告について 報告のとおり
報告 第10号 平成21年度財団法人東海村文化・スポ－ツ振興財団決算等の報告について 報告のとおり

承認 第６号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度東海村一般会計補正予算（第３号）） 原案承認

議案 第51号 東海村医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案 第52号 平成22年度東海村一般会計補正予算（第４号） 原案可決
議案 第53号 平成22年度東海村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案 第54号 平成22年度東海村老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第55号 平成22年度東海村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第56号 平成22年度東海村介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第57号 平成22年度水戸・勝田都市計画事業東海駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第58号 平成22年度水戸・勝田都市計画事業東海駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第59号 平成22年度水戸・勝田都市計画事業東海駅西第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第60号 平成22年度水戸・勝田都市計画事業東海中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第61号 平成22年度水戸・勝田都市計画事業東海村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案 第62号 工事請負契約の締結について（中央地区　中央都市下水路整備工事） 原案可決
議案 第63号 東海村村立東海病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 原案可決
議案 第64号 東海村手数料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決
議案 第65号 財産取得に関し議決を求めることについて 原案可決
議案 第66号 工事請負契約の締結について（中丸小学校屋内運動場建設工事） 原案可決
議案 第67号 工事請負契約の締結について（白方小学校旧校舎解体工事） 原案可決
議案 第68号 備品購入契約の締結について（防災用移動通信機器） 原案可決
議案 第69号 備品購入契約の締結について（スポットライト） 原案可決
議案 第70号 備品購入契約の締結について（書架（開架）） 原案可決
議案 第71号 備品購入契約の締結について（書架（閉架）） 原案可決

諮問 第３号 人権擁護委員の候補者の推薦について 原案同意

議員提出議案等議決結果
議案番号 提　　出　　議　　案　　名 議決結果

発議 第４号 家電エコポイント制度の再延長並びに住宅エコポイントの延長を求める意見書 総務委員会付託
原案可決

発委 第５号 地球温暖化対策のための法律の制定に関する意見書について 原案可決

請願・陳情議決結果
番　号 件　　　　名 議決の結果

請　　願
第21-2号 「気候保護法（仮称）」の制定を求める請願書

建設経済環境
委員会付託
不採択

陳　　情
第22-5号 安心・安全な国民生活実現のため、国土交通省の地方出先機関の存続を求める陳情書 H22.8.31

議員に配付
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議
員　

火
災
現
場
の
実
情
と
火
災
原
因
、

窒
化
物
燃
料
と
は
何
で
、
当
該
施
設
の

中
に
13
年
も
放
置
さ
れ
て
い
た
の
は
な
ぜ

か
。
そ
の
重
量
と
燃
え
た
り
容
器
か
ら
飛

び
散
っ
た
燃
料
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か
。

経
済
環
境
部
長　

通
常
は
使
用
し
て
い
な

い
窒
化
物
燃
料
を
保
管
し
て
い
た
容
器
か

ら
の
発
火
で
、
そ
の
粉
末
を
固
め
た
樹
脂

に
含
ま
れ
る
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
が
原

因
。
間
接
的
に
は
、
安
全
情
報
が
適
切
に

継
承
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
。

　

発
火
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
収
納
容
器

内
の
サ
ン
プ
ル
瓶
は
７
個
あ
り
、
う
ち

３
個
が
溶
融
し
た
。
化
合
物
の
重
量
は

３
７
２
・
３
１
グ
ラ
ム
。
残
っ
て
い
る
試

料
は
約
７
グ
ラ
ム
で
、
熱
を
加
え
る
な
ど

酸
化
処
理
を
行
う
。
そ
の
差
（
の
溶
融

物
）
は
消
化
剤
と
分
け
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、

酸
化
処
理
し
て
ス
テ
ン
レ
ス
缶
に
詰
め
て

保
管
す
る
。
保
管
場
所
は
分
か
ら
な
い
。

も
う
一
つ
の
ス
テ
ン
レ
ス
缶
に
は
11
個
の

瓶
に
小
分
け
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
量
は

１
７
１
４
・
３
４
グ
ラ
ム
。

　

窒
化
物
燃
料
は
ウ
ラ
ン
窒
化
物
、
ウ
ラ

ン
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
窒
化
物
と
あ
り
、

高
速
炉
用
の
新
型
燃
料
と
し
て
研
究
さ

れ
、
保
管
の
そ
れ
は
平
成
７
年
か
ら
９
年

に
か
け
て
製
造
し
た
も
の
。
そ
の
後
研
究

は
中
断
し
、
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保

管
し
て
き
た
。
今
後
窒
化
物
燃
料
の
研
究

を
取
り
や
め
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い

な
い
。

　

ウ
ラ
ン
と
ウ
ラ
ン
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量

（
の
割
合
）
は
細
か
い
資
料
が
な
い
の

で
、
即
答
弁
は
で
き
な
い
。

　

村
は
８
月
23
日
に
厳
重
注
意
文
書
を
発

出
し
た
。
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
10
年

以
上
長
期
に
わ
た
り
、
使
用
予
定
の
な
い

も
の
を
発
火
の
可
能
性
は
な
い
と
し
て
保

管
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
発
火
し
た
と
い

う
こ
と
は
機
構
が
独
自
に
決
め
た
「
事
故

防
止
策
に
関
す
る
自
ら
の
職
場
へ
の
反
映

等
安
全
確
保
に
対
す
る
感
受
性
を
高
め
る

取
り
組
み
」
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
だ

と
し
、
厳
重
注
意
と
と
も
に
火
災
発
生
原

因
・
対
策
、
安
全
確
保
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
速
や
か
な
報
告
を
求
め
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
の
査
察
は
８
月
23
日
に
行
わ
れ
当
該
施

設
も
実
施
さ
れ
た
。

無
会
派　

相
沢　

一
正　

議
員

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
第
一
開
発
室

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
の
火
災
に
つ
い
て

新
和
と
う
か
い　

大
内　

則
夫　

議
員

中
央
地
区
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

り
ま
す
。
ま
た
、
勝
木
田
・
下
の
内
線
の

完
成
年
度
の
目
途
で
す
が
、
橋
梁
部
も
含

め
て
27
年
度
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
す
。

議
員　

区
画
整
理
内
の
道
路
舗
装
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

建
設
水
道
部
長　

地
域
の
方
々
に
土
ぼ
こ

り
等
々
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り

ま
す
。
恐
縮
で
す
が
、
何
と
か
ご
理
解
い

た
だ
い
て
、
早
目
に
道
路
舗
装
等
に
移
行

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

区
画
整
理
内
の
区
画
道
路
に
つ
き
ま
し

て
は
基
本
的
に
は
道
路
築
造
後
、
３
年
く

ら
い
を
目
安
に
舗
装
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
屋
の

建
て
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
こ
こ
ま
で

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
況
も
当
然
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
道
路
の
持
つ
状
況
に
よ
っ

て
舗
装
の
時
期
を
早
め
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

既
存
道
路
を
利
用
し
て
生
活
し
て
い
る

方
々
も
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
道
路
築
造
と
併

せ
て
同
時
に
舗
装
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で

進
め
て
お
り
ま
す
。

議
員　

勝
木
田
・
下
の
内
線
の
橋
を
含
め

た
完
成
年
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

建
設
水
道
部
長　

全
体
の
進
捗
状
況
で
す

が
、
平
成
22
年
３
月
末
の
状
況
は
事
業
費

ベ
ー
ス
で
39
・
３
％
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
既
存
の
住
宅
周
辺
を
優
先
し
て
整
備

を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
移
転
予
定
の

戸
数
が
全
95
戸
の
う
ち
65
戸
が
移
転
済
み

で
あ
り
ま
す
。 

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、総
延
長
で
38
・

１
％
の
進
捗
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
勝
木

田
・
下
の
内
線
は
駅
か
ら
海
側
に
延
び
る

五
反
田
線
、
こ
れ
を
挟
ん
で
南
側
、
北
側

の
２
つ
の
工
区
に
分
け
て
事
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
南
側
は
、
ほ
ぼ
道
路
形
状
は

で
き
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
雨
水
排
水

の
整
備
を
行
う
予
定
で
お
り
、
南
側
の
全

面
開
通
は
お
お
む
ね
２
年
後
、
平
成
24
年

度
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
側
の
工
区
は
、
今
年
度
は
荒

谷
台
住
宅
の
旧
県
道
、
東
海
中
学
校
の
西

側
の
通
り
、
そ
の
交
差
点
と
五
反
田
線
と

交
差
点
付
近
の
道
路
築
造
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
道
路
築
造
と
併
せ
て
順

次
、
家
屋
移
転
を
進
め
て
、
23
年
度
か
ら

は
橋
梁
の
設
計
を
進
め
て
い
く
考
え
で
お

一般質問
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光
風
会　

恵
利　

い
つ　

議
員

環
境
保
護
・
保
全
の
在
り
方
に
つ
い
て

ん
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
記
述
も

あ
り
ま
す
。
３
８
３
ペ
ー
ジ
に
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
常
務
理
事
の
３
年
目
の
と
き

に
、
Ｍ
村
長
は
「
１
年
と
言
わ
ず
、
５
年

で
も
10
年
で
も
務
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
記
述
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
本
人
の
記
憶

だ
け
な
の
か
、
村
長
は
言
っ
た
記
憶
が
な

い
の
か
、
こ
の
ほ
か
に
も
聞
き
た
い
が
、

時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
３
点
の
み

伺
い
ま
す
。

村
長　

現
職
の
村
長
と
い
う
現
時
点
に
お

い
て
は
、
公
事
と
い
う
立
場
に
あ
り
論
評

は
し
た
く
な
い
が
、
今
の
３
点
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
く
私・

は・

記・

憶・

に・

ご・

ざ・

い・

ま・

せ・

ん・

。
議
員　

こ
の
本
に
よ
り
、「
あ
つ
も
の
に

懲
り
て
な
ま
す
を
吹
く
」
こ
と
に
よ
り
、

女
性
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
た
め
ら
い
が

生
じ
な
い
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
た
め
に
、
適
材
適
所
、
そ
れ
か
ら

能
力
主
義
、
実
力
主
義
を
望
む
。

村
長　

私
は
採
用
に
つ
い
て
も
、
男
女
の

差
別
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

議
員　

元
役
場
職
員
が
、「
大
好
き
な
東

海
村
で
」
と
い
う
本
が
自
費
出
版
さ
れ
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
登
場
す
る
人
物
は
イ

ニ
シ
ャ
ル
で
出
て
お
り
、
村
政
に
係
る
重

要
な
部
分
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
、
村
長
に

係
る
部
分
に
つ
い
て
も
Ｍ
村
長
と
し
て
相

当
登
場
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
読
ん
で

い
れ
ば
村
長
の
率
直
な
感
想
を
伺
う
。

村
長　

中
国
の
古
い
言
葉
に
「
公
事
は
私

事
を
議
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
著

者
は
自
叙
伝
を
書
く
と
言
っ
て
お
り
、
私

は
読
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
著
者
の
思

い
、
感
情
、
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
私
事
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
論
評

は
差
し
控
え
た
い
。

議
員　

61
ペ
ー
ジ
に
は
、「
私
は
Ｍ
村
長

か
ら
２
度
ほ
ど
私
を
助
役
に
し
た
い
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
度
目
は
冗
談

だ
と
思
っ
て
聞
き
流
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
義
理
の
兄
か
ら
村
長
が
助
役
に
し

た
い
と
言
っ
て
い
た
よ
と
言
わ
れ
、
私
は

動
揺
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
祉
部
長
に
就
任
し
て
間
も
な

い
あ
る
日
、
話
の
流
れ
の
中
で
、
Ｍ
村
長

か
ら
「
お
れ
の
こ
と
は
嫌
い
か
」
と
言

わ
れ
、
と
っ
さ
に
「
好
き
と
は
言
え
ま
せ

み
ら
い
の
会　

舛
井　

文
夫　

議
員

元
役
場
職
員
が
自
費
出
版
し
た

「
大
好
き
な
東
海
村
」
に
つ
い
て

議
員　

環
境
保
護
保
全
へ
の
意
識
が
高
ま

り
住
民
活
動
が
着
実
に
増
え
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
緑
地
の
保
護
保
全
へ

の
意
識
啓
発
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
環
境
を
ど
う
守
り
、

保
全
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
手
を
加
え
る

か
な
ど
を
学
ぶ
段
階
に
あ
る
と
考
え
る
。

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
環
境
政

策
、
住
民
活
動
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
、

質
の
高
い
も
の
に
な
る
と
思
う
が
、
村
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

建
設
水
道
部
長　
「
東
海
村
緑
の
基
本
計

画
」
の
下
、
村
と
地
域
お
よ
び
各
団
体
と

の
協
働
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
保
全
配

慮
地
区
を
設
定
し
用
地
の
取
得
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
緑
化
活
動

に
対
す
る
理
解
、
関
心
を
高
め
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
地
域
で
の
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
最
重
要
と
と
ら
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
保
護
の
在
り
方
、
保
全
の
手
法

等
々
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
大
変
有
効
な

手
段
で
す
。
効
果
的
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
講
習
会
等
の
機
会
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

新
た
な
公
園
造
り
に
お
い
て
既
に

あ
る
樹
木
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま

で
の
縦
割
り
行
政
で
は
な
く
、
区
画
整
理

課
と
公
園
整
備
担
当
部
署
で
あ
る
都
市
政

策
課
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

建
設
水
道
部
長　

今
後
の
公
園
整
備
に
お

い
て
は
既
存
の
樹
木
も
残
し
て
い
き
た
い
。

関
係
課
と
十
分
調
整
を
図
り
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員　

住
民
活
動
は
年
々
活
発
に
な
り
、

す
そ
野
が
広
が
り
、
活
動
単
位
も
多
様
化

し
て
い
る
。
有
志
が
集
め
た
ご
み
の
処
理

な
ど
活
動
支
援
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

経
済
環
境
部
長　

環
境
政
策
課
と
ご
み
ゼ

ロ
推
進
課
が
連
携
し
、
自
治
会
活
動
以
外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
も
一
定
基
準

で
ご
み
を
収
集
す
る
。
よ
り
活
動
し
や
す

い
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

村所有の森（押延溜付近）等
にてボランティア作業
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議
員　

学
校
給
食
の
材
料
を
可
能
な
限
り

地
元
産
に
し
食
育
を
強
化
し
つ
つ
、
な
お

か
つ
米
の
消
費
拡
大
お
よ
び
地
産
地
消
の

促
進
に
も
つ
な
げ
る
策
の
一
つ
と
し
て
、

給
食
の
パ
ン
を
地
元
産
米
粉
製
パ
ン
に
切

り
替
え
て
は
ど
う
か
、
考
え
方
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

現
在
、
学
校
給
食
に
は
東
海
産

米
を
使
用
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
米
粉
パ
ン
」
を
年
間
４
回
ほ
ど
導

入
し
て
い
ま
す
。

　
「
米
粉
パ
ン
」
は
、「
小
麦
粉
パ
ン
」
と

比
較
し
、
１
個
当
た
り
20
円
程
度
割
高
に

な
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
給
食
費
の
中

で
調
整
す
る
と
な
る
と
、
栄
養
価
の
バ
ラ

ン
ス
や
組
み
合
わ
せ
に
も
影
響
が
生
じ
る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、東
海
村
産
米
を
使
用
し
た「
米

粉
パ
ン
」
が
安
定
供
給
で
き
、
か
つ
、
現

在
の
「
小
麦
粉
パ
ン
」
と
の
差
額
が
５
円

以
下
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
な
導
入
を
図
る

こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
米
粉
の
製
粉
、

パ
ン
製
造
、
安
全
性
の
確
保
が
課
題
と
な

り
ま
す
が
経
済
課
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
環
境
部
長　

農
林
水
産
統
計
で
は
、

平
成
21
年
度
の
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
40
％
と
、
主
要
先
進
国

の
中
で
も
最
低
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
米
の
消
費
量

の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
課
と
し
ま
し
て
は
、
米
の
消
費
拡

大
お
よ
び
地
産
地
消
の
推
進
と
食
育
の
観

点
か
ら
も
こ
の
推
進
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
ま
す
の
で
、
学
校
教
育
課
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

米
を
粉
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

れ
を
パ
ン
に
す
る
こ
と
な
ど
、
今
後
課
題

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
関

係
者
が
協
力
し
合
い
、
課
題
実
現
に
努
力

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
共
産
党　

大
名　

美
恵
子　

議
員

学
校
給
食
に
地
元
産
米
粉
製
パ
ン
の
使
用
を

新
和
と
う
か
い　

土
尻　

滋　

議
員

高
齢
者
の
見
守
り
対
策

　

村
と
し
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
地
域

の
皆
様
に
よ
る
活
動
を
中
心
と
し
た
見
守
り

を
、
今
後
と
も
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

現
状
は
利
用
者
も
少
な
い
し
、
見

守
り
対
策
と
し
て
十
分
機
能
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
高
知
県
の
奈な

半は

利り

町ち
ょ
う

で
は
、
携
帯
電
話
を
配
布
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
人
口
が
東
海
村
の
10
分
の

１
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
田

舎
で
も
、
独
り
暮
ら
し
の
方
の
周
り
と
の

か
か
わ
り
や
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
が

無
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
危
機
感
か

ら
導
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
問
題
は
、
行
政
だ

け
で
は
解
決
で
き
ず
、
地
域
の
人
た
ち
の

つ
な
が
り
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構

築
が
一
番
大
切
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
活

動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援
や
、
新

し
い
見
守
り
手
段
も
使
っ
て
い
く
、
と
い

う
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
紹

介
し
た
事
例
も
参
考
に
、
地
域
と
一
緒

に
、
よ
り
良
い
見
守
り
対
策
を
構
築
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

上
越
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
住

民
の
協
力
を
得
て
、
テ
レ
ビ
電
話
を
利
用

し
た
毎
日
の
安
否
確
認
や
、
週
に
１
回
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
が
高
齢
者
の
方
と
会
話
を
し

て
、
独
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
体
感
知
器

も
設
置
さ
れ
て
い
て
、お
か
し
い
時
に
は
、

駆
け
付
け
要
員
登
録
を
し
て
い
る
近
所
の

人
が
見
に
行
っ
て
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
協

働
に
よ
る
見
守
り
対
策
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
も
含
め
、
よ
り
良
い
対
策

を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
本
村
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
毎

週
１
回
食
事
を
配
達
す
る
「
ふ
れ
あ
い
型

食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
宅
配
型
」
や
、
民
間

業
者
に
よ
る
「
毎
日
型
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
楽
楽
茶
の
間
に
よ
る
「
巡

回
見
守
り
」、
週
３
回
乳
酸
菌
飲
料
を
届

け
る
「
愛
の
定
期
便
事
業
」
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
よ
る
１
年
を
通
し
て
の
見
守

り
活
動
や
、「
ふ
れ
あ
い
協
力
員
」
に
よ

る
見
守
り
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般質問

本村のある日の学校給食メニュー
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公
明
党　

岡
崎　

悟　

議
員

東
海
駅
前
公
営
駐
車
場
の

整
備
と
設
置
を
求
め
る

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
爆
者
が
生
き

て
い
る
間
に
こ
の
日
を
実
現
で
き
る
よ
う

努
め
よ
う
」
と
核
兵
器
廃
絶
の
早
期
実
現

を
訴
え
た
。
広
島
市
の
小
学
６
年
生
、
二

人
は
「
次
は
僕
た
ち
の
出
番
で
す
。
こ
の

地
球
を
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
た
め

に
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
願
い
を
世
界
へ
、
未
来

へ
伝
え
て
い
く
」
と
平
和
の
誓
い
に
声
を

そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
呼
応
し
、
水
戸
市
の
取
り
組

み
に
も
学
び
、
村
は
、
今
度
こ
そ
未
来
を

担
う
小
中
学
生
の
代
表
を
、
広
島
・
長
崎

の
平
和
記
念
式
典
へ
派
遣
し
、
唯
一
の
被

爆
国
日
本
と
し
て
の
体
験
を
未
来
に
伝

え
、
核
廃
絶
の
思
い
を
共
有
す
る
平
和
教

育
の
機
会
と
す
べ
き
で
す
。
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

国
際
的
に
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
目
指
す
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
東

海
村
と
し
て
も
、
平
和
教
育
の
さ
ら
な
る

推
進
に
貢
献
す
べ
く
、
平
和
式
典
へ
の
小

中
学
生
の
派

遣
を
来
年
度

か
ら
実
施
す

る
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

議
員　

５
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部

で
開
か
れ
た
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
で
は
、
核
廃
絶
に
向
け
た
具

体
的
な
核
軍
備
撤
廃
行
動
計
画
に
取
り
組

む
こ
と
で
合
意
す
る
最
終
文
書
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な
い

世
界
に
向
け
て
重
要
な
一
歩
前
進
と
、
だ

れ
も
が
確
信
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

核
兵
器
廃
絶
と
原
子
力
の
平
和
利
用
宣

言
を
し
て
い
る
東
海
村
は
、
今
回
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
を
ど
う
評
価
し
ま
す
か
。

総
務
部
長　
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に

向
け
た
、
ま
さ
に
第
一
歩
と
評
価
し
ま

す
。
非
加
盟
国
の
問
題
を
含
め
、
各
国
協

調
の
下
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
さ
ら
な
る

前
進
を
期
待
し
ま
す
。

議
員　

核
兵
器
廃
絶
が
な
け
れ
ば
完
全
な

原
子
力
の
平
和
利
用
は
保
た
れ
な
い
と
考

え
ま
す
。
今
年
の
広
島
市
主
催
の
平
和
記

念
式
典
に
は
、
国
連
の
潘
基
文
事
務
総

長
、
米
国
の
ル
ー
ス
駐
日
大
使
、
フ
ラ
ン

ス
と
英
国
の
代
理
大
使
ら
核
保
有
国
政
府

の
代
表
も
初
め
て
参
加
す
る
な
ど
、
74
カ

国
の
政
府
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

国
連
事
務
総
長
は
、「
私
た
ち
は
と
も

に
核
廃
絶
に
向
け
た
国
際
的
な
機
運
を
保

日
本
共
産
党　

川
﨑　

篤
子　

議
員

村
と
し
て
積
極
的
に

核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
を

議
員　

昨
年
６
月
と
12
月
に
、
東
海
駅
前

駐
車
場
の
整
備
と
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

12
月
議
会
で
建
設
水
道
部
長
は
、
近
隣
常

磐
線
の
駅
前
駐
車
場
の
整
備
状
況
調
査
を

実
施
し
、
駅
前
東
西
の
広
場
と
周
辺
既
存

ス
ペ
ー
ス
の
利
用
、
及
び
用
地
確
保
に
よ

る
駐
車
場
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
22
年
３

月
ご
ろ
に
、
整
備
手
法
を
示
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
昨
年
６
月
に
提
案
し
た
、
駅
西
駅

前
広
場
と
周
辺
既
存
ス
ペ
ー
ス
を
駐
車
場

と
し
て
整
備
し
、
続
い
て
駅
東
交
通
広
場

の
駐
車
場
整
備
を
求
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

駅
西
水
戸
寄
り
の
駐
輪
場
側
の
土
地
と
駅

東
地
区
保
留
地
の
整
備
を
求
め
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
は
、
上
野
・
仙
台
以
遠
ま
で
の

往
復
乗
車
券
と
特
急
券
を
一
緒
に
購
入
す

る
と
、
２
日
間
駐
車
料
金
が
無
料
に
な

り
、
３
日
目
か
ら
一
日
５
０
０
円
で
利
用

で
き
る
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
を
、
多
賀
駅
と

大お
お

甕か
み

駅
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
が
東
海
駅
で
実
施
で
き
れ
ば
、

更
に
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
を
含
め
、
昨
年
12
月
議
会
以
降
、
ど

の
様
に
検
討
さ
れ
た
の
か
、
伺
い
ま
す
。

建
設
水
道
部
長　

庁
内
検
討
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
、
提
案
の
４
カ
所
を
候
補
地
と

し
て
、
整
備
素
案
と
方
向
性
の
協
議
が
整

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
東
海
駅
西
駅
前
広
場

か
ら
バ
ス
停
跡
地
を
活
用
し
た
、
10
台
程

度
の
有
料
駐
車
場
（
30
分
無
料
）
の
整
備

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
ま
た
、
駅
東
交

通
広
場
の
空
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
駐
車

場
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

駅
西
の
水
戸
側
の
空
き
地
と
駅
東
保
留
地

は
、
こ
れ
か
ら
整
備
を
進
め
る
駅
西
駅
前

広
場
駐
車
場
の
利
用
状
況
を
見
て
、
段
階

的
な
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

に
よ
る
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
は
、
整
備
手
法

の
一
つ
と
し
て
協
議
し
た
い
。

議
員　

駅
西
バ
ス
停
跡
地
に
、
10
台
程
度

の
有
料
駐
車
場
を
整
備
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
10
台
程
度
の
駐
車
台
数
は
、

暫
定
整
備
で
し
ょ
う
か
。

建
設
水
道
部
長　

暫
定
と

考
え
ま
す
。
今
後
の
利
用

状
況
と
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
に
よ
り
、
東
海
駅
前

広
場
全
体
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

一般質問

役場正門前の看板
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議
員　

電
子
入
札
制
度
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

副
村
長　

電
子
入
札
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
競
争
参
加
資
格
を
有
す
る
も
の
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
入
札
情
報
を
入
手
し

ま
し
て
入
札
手
続
き
を
履
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
事
務
負
担
の
軽

減
と
な
り
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト

と
し
ま
し
て
は
、
手
続
き
の
透
明
性
の
確

保
、
品
質
、
競
争
性
の
向
上
、
コ
ス
ト
縮

減
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
導
入
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

茨
城
県
が
運
用
し
て
お
り
ま
す
茨
城
電
子

入
札
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
、
こ
ち
ら
を
利

用
す
る
方
法
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
受
け
付
け
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
参
加
し
た
い
業
者

が
電
子
認
証
局
と
い
う
第
三
者
の
機
関
で

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
ま
ず
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
取
得
し
た
後
に
、
さ
ら

に
本
村
の
入
札
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
た

め
の
利
用
者
届
と
い
う
こ
と
で
、
二
段
階

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
期

間
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、

十
分
な
期
間
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
指
名
競
争
、
一
般
競
争
す
べ
て

順
次
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
は
お
り
ま
す

が
、
総
合
評
価
方
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
一
般
競
争
入
札
に
お
い

て
、
し
か
も
試
行
と
い
う
こ
と
で
、
や
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
同
時
に
と
い
う
の
は

な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
対
応

は
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
た
と
き
の
対
応
で

す
が
、
要
綱
の
制
定
と
と
も
に
運
用
基
準

の
中
で
そ
う
い
う
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
電
子
入
札
か
ら
紙
入
札
に
切
り
か

え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
も
規

定
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員　

建
設
業
法
に
該
当
し
な
い
営
業
所

が
あ
る
と
聞
く
が
、
調
査
す
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
村
内
業
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
対
応
し
、
業
者

の
育
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
村
内
の
業
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
災
害
の
と
き
な
ど
役
割
は
非
常
に
大

き
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

光
風
会　

村
上　
　

孝　

議
員

電
子
入
札
制
度
に
つ
い
て

一般質問

　

４
月
26
日
、
東
海
村
消
防
署
研
修
室
に
お
い
て
、
東
海
村
議
会
議
員

会
（
会
長
・
村
上
邦
男
）
が
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

消
防
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手

当
て
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
解
説
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
署
員
に

よ
る
実
演
講
習
で
は
、二
人
一
組
で
救
助
す
る
側
、さ
れ
る
側
と
な
り
、

呼
吸
の
確
認
方
法
を
行
い
ま
し
た
。
人
形
を
相
手
に
し
た
人
工
呼
吸
で

は
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
あ
ご
を
上
げ
気
道
を
確
保
さ
せ
、
空
気
の
入
り
具

合
を
確
認
し
な
が
ら
、
人
口
呼
吸
法
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
救

急
車
の
到
着
ま
で
の
実
態
に
合
わ
せ
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
施
し
、

参
加
者
は
、
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
た
一
日
で
し
た
。

人工呼吸で大きく息を吹き込みました

応急手当てのビデオを視聴

議
員
会
で

普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
ま
し
た
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文
教
厚
生
委
員
会
（
委
員
長　

舛
井
文

夫
）
は
、10
月
13
日
に
長
野
県
飯
綱
町
（
人

口
：
１
万
２
千
人
）
を
訪
問
し
、
認
知
症

を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
認
知
症
が

社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
海
村

に
お
い
て
も
、「
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構

築
等
推
進
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
域
に
指
定

さ
れ
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
飯

綱
町
で
は
、
本
村
に
先
駆
け
て
平
成
19
〜

20
年
度
に
同
じ
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受

け
、
現
在
も
継
続
し
て
認
知
症
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
う
ん
ま
く
ボ
ケ
り
ゃ
い
い
や
さ
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
た
と
え
認
知

症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の

思
い
や
暮
ら
し
を
大
切
に
し
て
、
本
人
や

家
族
が
、
穏
や
か
に
そ
の
人
ら
し
く
な
じ

み
の
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

全
体
で
支
え
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
業
を
推
進
す
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
に
は
、
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
医
療

機
関
、
タ
ク
シ
ー
会
社
、
理
美
容
組
合
や

金
融
機
関
な
ど
日
々
の
地
域
活
動
を
支
え

て
い
る
多
く
の
団
体
が
所
属
し
、
ま
ち
ぐ

る
み
で
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
に
早
期

発
見
・
保
護
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
だ
け
で
な
く
、
認
知
症
に
な
っ
た
住
民

を
や
さ
し
く
迎
え
入
れ
よ
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
紙
芝
居
形
式
の
認

知
症
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
独
自
に
作
成
し
、
認

知
症
に
対
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
予

防
、
早
期
発
見
な
ど
、
特
徴
的
な
取
り
組

み
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

委
員
会
調
査
視
察
報
告

委
員
会
調
査
視
察
報
告

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を
調
査

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」を
調
査

　

建
設
経
済
環
境
委
員
会
（
委
員
長　

土
尻
滋
）
は
、
８
月
24
日
、
北
海
道
滝

川
市
と
そ
の
周
辺
２
市
２
町
で
組
織
す

る
中
空
知
衛
生
施
設
組
合
（
対
象
人
口
：

８
万
９
千
人
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
「
リ
サ
イ
ク

リ
ー
ン
」
が
稼
動
し
て
お
り
、
生
ご
み
を

メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を

行
う
な
ど
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
リ
サ
イ
ク
リ
ー
ン
」
に
は
高
速
メ
タ

ン
発
酵
処
理
施
設
、
資
源
物
の
分
別
・
圧

縮
や
粗
大
・
不
燃
ご
み
を
減
容
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
可
燃
ご
み
を
焼
却
施
設

へ
搬
送
す
る
前
に
圧
縮
処
理
す
る
中
継
施

設
の
３
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
一
日
55
ト
ン
と
い
う
日
本
一

の
処
理
能
力
を
誇
る
高
速
メ
タ
ン
発
酵
処

理
施
設
で
は
、
生
ご
み
を
微
生
物
に
よ
る

分
解
で
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
発
生
し
た
バ

イ
オ
ガ
ス
を
電
気
や
熱
に
変
え
て
利
用
し

て
い
ま
す
。
電
気
は
施
設
内
で
利
用
す
る

ほ
か
、
余
剰
分
は
売
電
さ
れ
、
熱
は
メ
タ

ン
発
酵
槽
の
加
温
や
施
設
の
冷
暖
房
、
路

建
設
経
済
環
境
委
員
会

建
設
経
済
環
境
委
員
会

生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
調
査

生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
調
査

面
融
雪
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
回

収
し
た
生
ご
み
は
、
袋
の
ま
ま
破
砕
処
理

さ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
誤
っ
て
入
っ
て
し

ま
っ
た
金
属
等
は
異
物
と
し
て
除
去
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
酵
を
終
え
た
消
化
汚
泥
は
、
脱
水
・

乾
燥
後
に
40
日
間
熟
成
さ
せ
、
良
質
な
堆

肥
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
村
で
は
可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
た
め
、
試
験
的
に
モ
デ
ル
地
域
を
設
け

て
生
ご
み
を
別
に
回
収
し
、
堆
肥
化
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
調
査
を
限
り
あ
る
資
源

を
無
駄
に
し
な
い
取
り
組
み
の
参
考
に
し

て
い
き
ま
す
。

飯綱町の認知症啓発ＤＶＤ

バイオガス発電機（80kw×５基）

飯綱町役場にて事業の概要説明
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原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員

長　

村
上
邦
男
）
は
、
９
月
26
日
〜
10
月

６
日
、
欧
州
４
カ
国
の
原
子
力
関
係
施
設

を
訪
問
し
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
利
用
）
の
実
績
や
安
全
性
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
等
の
処
分
場
や
処
分
動
向

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ

の
グ
ン
ド
レ
ミ
ン
ゲ
ン
原
子
力
発
電
所
を

視
察
し
ま
し
た
。こ
の
原
子
力
発
電
所
は
、

原
電
東
海
第
二
発
電
所
と
同
じ
沸
騰
水
型

軽
水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
で
、
出
力
１
３
４
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
子
炉
２
基
が
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
用
い
た
運
転
は
、
１
９

９
５
年
と
１
９
９
６
年
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
15
年
の
運
転
実
績
が
あ
り
ま
す
。

同
発
電
所
の
ブ
レ
シ
ッ
ク
所
長
は
、「
両

発
電
所
と
も
操
業
開
始
以
来
、
平
均
90
％

の
高
稼
働
率
で
運
転
し
て
い
る
。
ま
た
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
ウ
ラ
ン
燃

料
使
用
と
ほ
と
ん
ど
相
違
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
15
年
間
、
問
題
ら
し
い
問
題
は
起
こ

っ
て
い
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
関
心
が
な
い
、
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
緑
の
党
な
ど
の
台
頭
で
、

２
０
０
２
年
か
ら
脱
原
子
力
政
策
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
連
立
政
権
は
こ
の
政

策
を
見
直
す
方
針
で
、
ち
ょ
う
ど
我
々
が

ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
、
ド
イ
ツ

政
府
が
今
後
平
均
12
年
間
、
原
子
力
発
電

を
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
つ
い

て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
下
研
究
施
設
や
処
分
場

予
定
地
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
２
０
０
６
年
の
法
律

に
基
づ
き
、高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物（
ガ

ラ
ス
固
化
体
）
と
中
レ
ベ
ル
長
寿
命
放
射

性
廃
棄
物
を
、
パ
リ
か
ら
約
１
２
０
キ
ロ

に
位
置
す
る
ビ
ュ
ー
ル
地
下
研
究
所
の
近

傍
、
地
下
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
粘
土
質

岩
の
地
層
（
15
平
方
キ
ロ
）
に
処
分
す
る

計
画
で
す
。
処
分
に
は

可
逆
性

が
求

め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
１
０
０
年
間
は
回

収
可
能
な
状
態
で
処
分
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
政
府
が
最
終
決

定
し
、２
０
１
７
年
か
ら
処
分
場
を
建
設
、

２
０
２
５
年
か
ら
処
分
を
開
始
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
層
で
は
、
１
滴
の
水
が
１
０
０

万
年
に
７
メ
ー
ト
ル
し
か
動
か
ず
、
放
射

性
物
質
の
閉
じ
込
め
性
が
良
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
地
下
４
９
０
メ
ー
ト
ル
の
試
験

坑
道
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
坑
道
を

掘
削
中
で
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
入
れ
る
横

穴
も
数
カ
所
掘
ら
れ
て
お
り
、
計
画
が
進

展
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
、
使
用
済
燃
料
を
地
下
約
４
０
０
〜
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
結
晶
質
岩
中
に
地
層
処

分
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
両

国
と
も
既
に
処
分
地
を
選
定
し
て
お
り
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
２
０
１
１
年
に
処
分

場
の
建
設
許
可
申
請
、
２
０
２
３
年
か
ら

処
分
開
始
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
２
０
１

２
年
に
建
設
許
可
申
請
、
２
０
２
０
年
か

ら
処
分
開
始
の
予
定
で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
２
０
０
８
年
ま

で
に
処
分
場
候
補
地
を
２
カ
所
に
絞
り
、

２
０
０
９
年
に
そ
の
う
ち
１
カ
所
を
処
分

地
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
治
体

で
は
、
処
分
実
施
会
社
の
地
道
な
理
解
活

動
の
努
力
も
あ
り
、
住
民
の
約
80
％
が
賛

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
住
民

意
識
調
査
で
は
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地

し
、
原
子
力
が
身
近
な
地
域
ほ
ど
賛
成
が

多
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

処
分
地
は
、
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か

ら
１
２
０
キ
ロ
の
人
口
２
万
１
５
０
０
人

の
海
に
面
し
た
自
治
体
で
、
夏
の
観
光
地

と
し
て
有
名
な
地
域
で
す
。
こ
の
処
分
場

が
で
き
る
と
、
50
年
間
１
０
０
０
人
の
雇

用
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
０
０
年
に
、

原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い
る
地
元
議

会
が
賛
成
20
、
反
対
７
で
処
分
場
建
設
受

け
入
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。こ
の
背
景
は
、

原
子
力
施
設
に
対
す
る
信
頼
と
原
子
力
施

設
に
慣
れ
て
い
て
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ

と
や
、
雇
用
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る
た
め

と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会

原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会

    
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
実
績
と
安
全
性
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
実
績
と
安
全
性
、

    
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
等
の
処
分
場
を
調
査

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
等
の
処
分
場
を
調
査

ドイツのグンドレミンゲン原子力発電所の概要説明

スウェーデンのエスポ地下研究施設を調査視察



編
集
後
記

　

国
は
10
月
、
た
ば
こ
税
の
増
税
で

大
幅
な
値
上
げ
を
実
施
し
た
。
値
上

げ
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
こ

の
機
に
禁
煙
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
が
、
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

禁
煙
商
品
市
場
は
、
チ
ャ
ン
ス
到

来
と
新
商
戦
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
回
の
政
治
の
決
断
が
、
既
存
の

市
場
を
縮
小
し
て
、
新
た
な
「
禁
煙

産
業
」
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

　

本
村
は
、
日
本
の
原
子
力
産
業
の

集
積
地
と
し
て
、
原
子
力
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
。
こ
の
歴
史
か
ら
、
原

子
力
関
連
施
設
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
取
り
組
み
を
、「
ア
ト
ム

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
銘
打
ち
、
事
業
化

し
た
。

　

将
来
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※日程は変更になる場合があります。
※本会議は、議会棟２階の議会事務局窓口で「傍聴人受付簿」に住所・氏名等を記載するだけで、どなたでも
傍聴できます。また、村内各コミュニティセンターや総合福祉センター「絆」でもご覧になれます。

12月定例議会日程（予定）のお知らせ
日　程 時　間 内　容

11月30日（火） 午前10時～ 開会

12月  8日（水） 午前10時～ 一般質問

12月  9日（木） 午前10時～ 一般質問

日　程 時　間 内　容

12月10日（金） 午前10時～ 一般質問

12月15日（水） 午前10時～ 議案審議

他市町村議会の行政視察を受け入れています他市町村議会の行政視察を受け入れています
今年度に入り、現在まで本村への行政視察が4件ありました。
来村した議会と内容は次のとおりです。

7月2日　静岡県長泉町議会（会派：５人）＜人口４万１千人＞
視察内容　デマンドタクシー「あいのりくん」導入の経緯や利用状況について
　　　　　（対応：政策推進課）
　　　　　レンタル用自転車「エコりん」の概要や利用状況について（対応：環境政策課）
　　　　　みちづくり基本計画やみちづくり塾の活動について（対応：道路整備課）

7月26日　兵庫県小野市議会（会派：６人）＜人口５万人＞
視察内容　本村独自の農産物認証制度「ひと手間TAS農産物認証制度」の概要について
　　　　　（対応：農業支援センター）

7月28日　福島県会津坂下町議会（総務常任委員会・議会運営委員会：13人）＜人口１万７千人＞
視察内容　議会中継システムについて（対応：議会事務局）
　　　　　自治基本条例調査特別委員会について（対応：自治基本条例調査特別委員会）

10月4日　愛媛県伊予市議会（民生文教委員会：7人）＜人口３万９千人＞
視察内容　福祉と保健の一元的・総合的サービスを集約した拠点施設運営について
　　　　　（対応：東海村社会福祉協議会）
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